
　　　大
おお

きな災害
さいがい

が発生
はっせい

すると、電気
でんき

・水道
すいどう

・ガスなどのライフラインが停止
ていし

し、食品
しょくひん

や日用品
にちようひん

が手
て

に入
はい

りにくくなります。また、

　五所川原市立 　　また、新型
しんがた

コロナウイルスのなどの感染症流行
かんせんしょうりゅうこう

によって、外出
がいしゅつ

ができなくなる場合
ばあい

もあります。日頃
ひごろ

から、家庭
かてい

で水
みず

や食品
しょくひん

を

　学校給食センター 　　多
おお

めに備蓄
びちく

しておくと、いざというときに安心
あんしん

です。

　　　～春
はる

は苦味
にがみ

、夏
なつ

は酸味
さんみ

、秋
あき

は甘味
あまみ

、冬
ふゆ

は厚味
こうみ

～

　　２学期
がっき

に入
はい

り２週間
しゅうかん

が過
す

ぎようとしています。昼間
ひるま

は残暑
ざんしょ

が厳
きび

しいですが、朝夕
あさゆう

には秋
あき

の気配
けはい

が感
かん

じられる

　この頃
ころ

です。また、なんといっても味覚
みかく

の秋
あき

。春
はる

は毒消
どくけ

しの苦味
にがみ

、夏
なつ

は疲労回復
ひろうかいふく

の酸味
さんみ

、秋
あき

はエネルギーを 　　　非常事態
ひじょうじたい

に備
そな

えて、最低３日分
さいていみっかぶん

、できれば１週間分
しゅうかんぶん

の水
みず

や食品
しょくひん

を備
そな

えておくことが

　蓄
たくわ

えるための甘味
あまみ

、冬
ふゆ

は体
からだ

を温
あたた

めるための厚味
こうみ

というように食材
しょくざい

の味
あじ

わいが変化
へんか

していくと言
い

われています。 　　推奨
すいしょう

されています。非常食
ひじょうしょく

にプラスし、普段
ふだん

の食品
しょくひん

を少
すこ

し多
おお

めに買
か

い置
お

きしておき、

　栄養
えいよう

バランスにも気
き

を付
つ

けながら給食
きゅうしょく

もよく味
あじ

わい、夏
なつ

の疲
つか

れをとり、寒
さむ

い冬
ふゆ

に向
む

けて体調
たいちょう

を整
ととの

えましょう。 　　使
つか

った分
ぶん

を買
か

い足
た

す「ローリングストック」で、無理
むり

なく備
そな

えるのがおすすめです。

　大海原
おおうなばら

を進
すす

むヨットにたとえて、

食
た

べ物
もの

と栄養
えいよう

とそのはたらきを知
し

りましょう。

　　　常温保存
じょうおんほぞん

ができて、そのまま食
た

べられる、または簡単
かんたん

に調理
ちょうり

できるものが

　　おすすめです。災害直後
さいがいちょくご

は、炭水化物
たんすいかぶつ

に頼
たよ

りがちになるので、栄養
えいよう

バランスも

　　考慮
こうりょ

して、選
えら

びましょう。そして、生
い

きるために欠
か

かせないのが「水
みず

」です。

　　飲料水
いんりょうすい

と調理用水
ちょうりようすい

として１人
ひとり

１日
　　にち

３リットルを目安
めやす

に、３日分以上
　かぶんいじょう

を

　　備
そな

えておきましょう。

　休
やす

みの日
ひ

はどんな過
す

ごし方
かた

をしていますか？休
やす

み中
ちゅう

のお家
うち

での食生活
しょくせいかつ

で気
き

を付
つ

けてもらいたいことを紹介
しょうかい

します。

カセットコンロ・カセットボンベなどの熱源
ねつげん

があれば、お湯
ゆ

を沸
わ

かすことができて、

食
た

べられる食品
しょくひん

の幅
はば

が広
ひろ

がります。やかんや鍋
なべ

も一緒
いっしょ

に用意
ようい

しておきましょう。

令和４年度


